
　新馬場地区に古くから伝わる「新馬場棒踊り」は、豊臣秀吉の朝
鮮半島出兵に従軍した薩摩軍が、戦いで勝ったとき踊ったことが起
源とされています。
　新馬場棒踊りは棒と扇子を使い、４人１組で踊ります。歌が静、踊
りが動といった感じで、うまく調和しています。
　本校では、保存会の方にご指導いただき、毎年６年生が踊り、伝
統を受け継いでいます。
　例年、運動会で披露していますが、今年は分散開催だったので、
運動会だけではなく、５年生への引き継ぎの発表会も行いました。
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三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

消防団員の皆さん、
いつも頼りにしています！

今年も
よろしくお願いします！！

　三股西小学校は、平成元年創立の新しい
学校です。全校児童７3１人で、三股町内の
小学校では最も大きい学校です。児童1人1
人が輝く学校を目指し、「児童が元気　先生

が元気　学校が元気」をテーマに、全職員が
声を掛け合い、助け合い、協力し合いながら、
児童のよさや可能性を精一杯伸ばせるよう、
知恵を絞って取り組んでいます。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

児童が元気　先生が元気　学校が元気
「知・徳・体の調和のとれた、人間性豊かな児童の育成」

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
三
股
西
小
学
校
住
所
／
三
股
町
花
見
原
11
番
地
1

設
立
／
平
成
元
年
　生
徒
数
／
7
3
1
名

Vol.6

▼
昨
年
よ
り
引
き
続
き
原
材
料
や
光
熱
費
な
ど

の
値
上
げ
の
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。町
財

政
に
お
い
て
も
同
じ
く
影
響
し
て
お
り
、今
後
の

動
向
に
も
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
２
０
２
３
年
も
コ
ロ
ナ
と
共
存（
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
）し
な
が
ら
、町
内
で
は
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、１
月
は「
は
た
ち
の
成
人
式
」や「
消
防
出

初
式
」「
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
対
面
で
の
会

話
や
ふ
れ
あ
い
の
中
で
生
ま
れ
る
絆
、実
際
に
目

で
見
る
こ
と
で
の
感
動
、声
の
応
援
を
受
け
て
感

じ
る
感
謝
の
心
な
ど
、人
と
人
で
生
ま
れ
る
素
晴

ら
し
さ
は
今
後
も
続
い
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
含
め
、町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
岩
津
）

当校の自慢

photo：消防出初式の様子（1月8日）

そこが聞きたい !!

一般質問 5名

vol.6みまたん学校紹介

三股町立三股西小学校

視察研修に行ってきました

文教厚生常任委員会
総務産業常任委員会

総額6億3,271万円増額 全会一致で可決！！

三股町議会 第10回（令和4年12月）定例会報告
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6億3,271万円 増額総
額

全会一致で可決！！

12
月
定
例
会
を
12
月
2
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
15
日

間
開
催
し
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
議
案
は
20
議
案
が
上
程

さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

TOPICK

三
股
町
議
会

第
10
回
（
令
和
4
年
12
月
）
定
例
会
報
告

〇三股町原油・原材料高対策基金条例
　�コロナ禍による原油・原材料価格の高騰に

より、資金繰りに影響が生じている中小企

業の経営安定化及び資金供給の円滑化を図

ることを目的として設置するもの

〇�一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

　�一般職の職員給与と民間給与との格差を是

正するための人事院勧告による条例改正に

伴うもの

〇�町長等の給与に関する条例及び議会議
員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例

　�令和４年人事院勧告に伴う国家公務員の給

与改定及び特別職の職員の給与に関する法

律に準じて条例の一部を改正するもの

〇三股町個人情報保護法施行条例
　�今後のマイナンバーカードの普及をはじめと

しての、デジタル社会に向けて、これまでに

なかった全国的な共通ルール化を目指した

改正個人情報保護法が施行されることに伴

うもの

〇三股町個人情報保護審査会設置条例
　�個人情報の保護に関する法律に基づく審査

会を設置し、権限などについて定めるもの

〇�職員の定年等に関する条例の一部を
改正する条例

　�令和３年に国家公務員法が改正され、令和

５年度から国家公務員の定年が段階的に

65歳までに引き上げられるとともに諸制度

が整備されたことを受けて改正されるもの

〇�地方公務員法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例

　�令和３年に国家公務員法が改正され、令和

５年度から国家公務員の定年が段階的に

65歳までに引き上げられるとともに整備さ

れるもの

〇�職員の再任用に関する条例を廃止する
条例

　�令和３年に国家公務員法が改正され、令和

５年度から国家公務員の定年が段階的に

65歳までに引き上げられるとともに諸制度

が整備される条例を受けて廃止されるもの

〇�三股町使用料及び手数料徴収条例の一部
を改正する条例

　�個人情報の開示請求に関する写しの交付や

送付にかかる費用について、情報公開や行

政不服審査にかかるものと同じ費用とする

ことについて定めたもの

水道事業会計補正予算 �  438万9千円
〇光熱水費及び動力費の増額

後期高齢者医療保険特別会計補正予算 �  74万8千円
〇後期高齢者医療広域連合会納付金の増額

介護保険特別会計補正予算 �  67万4千円
〇人件費の増額

国民健康保険特別会計補正予算 �  44万9千円
〇人件費の増額

宮村南部地区農業集落排水事業特別会計補正予算 �  44万円
〇光熱水費の増額

梶山地区農業集落排水事業特別会計補正予算 �  39万5千円
〇人件費及び光熱水費の増額

公共下水道事業特別会計補正予算 �  312万9千円
〇人件費の減額

一般会計補正予算

特別会計補正予算

条例改正等

【主な項目】

【主な項目】
● 耕地災害復旧事業の増額
● 保育園等の施設型給付費の増額
● 公園災工事費の増額
● ふるさと納税推進事業業務委託料の増額
● 子育て世帯生活支援特別給付金返還金の増額
● 勝岡地区急傾斜地崩壊防止対策工事の増額
● �学校ICT整備事業学習用�
タブレットパソコン購入の増額

● 衛生センターの光熱水費の増額
● 治山事業調査設計委託料の増額
● 三股小学校南校舎外壁補修工事の減額
● 原油価格・物価高騰中小企業者支援金の減額

可
決

可
決

増

増

増

増

増

減

増

※今回の補正では、光熱水費の値上げの影響が強く見られました。

全議案が全会一致で可決のため、
表決結果を掲載しておりません。

第10回（令和4年12月）
定例会 採決結果
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文教厚生常任委員会　現地視察報告

総務産業常任委員会　現地視察報告

　
「
第
２
期
三
股
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
、
第
２
期
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
の
中
間
見
直
し
に
あ
た
り
、
関
連
施

設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
に
お
け
る

保
育
現
場
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
今
後
の
三
股
町
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
育
み
が
生
ま
れ
る
よ
う
共

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

三
股
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
現
場
と
昨

年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
14
号
災
害
被
災
地

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

三
股
駅
は
、
跨
線
橋
が
駅
利
用
の
障
壁
に

な
っ
て
い
る
と
の
声
が
長
年
あ
り
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
実
現
し

ま
す
。
し
か
し
、
何
の
工
事
を
や
っ
て
い
る

の
か
の
案
内
看
板
が
あ
り
ま
せ
ん
。
総
額

6
7
0
0
万
円
の
工
事
で
す
。
町
行
政
の
見

え
る
化
の
た
め
に
も
説
明
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
看
板
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
被
災
地
視
察
で
は
、
災
害
規
模
及
び

災
害
箇
所
数
か
ら
、
予
算
的
に
国
・
県
の
支

援
な
し
の
工
事
は
困
難
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
国
・
県
に
対
し
て
積
極
的
に
交
渉
し
て
、

早
期
の
復
旧
工
事
を
目
指
し
て
い
る
と
の
説

明
を
改
め
て
受
け
ま
し
た
。

学童保育施設 ①

三股駅バリアフリー化 ①

学童保育施設 ②

三股駅バリアフリー化 ②

児童発達支援施設 ①

山王原細目の災害現場

児童発達支援施設 ②

意見交換風景

崩壊した福留水路橋

上米公園の災害現場

各常任委員会が下記日程で行われました各常任委員会が下記日程で行われました
「常任委員会」は議案などを詳しく審査するための機関です。議員はいずれかの委員会に所属しています。

条例の設置又は一部改正が９件、予算の補正が４件、その他２件の15件を審査しました。

実施日 委員会（審査議案数）

12月12日（月）、13（火） 総務産業常任委員会（15議案）　文教厚生常任委員会（4議案）

12月14日（水）、15（木） 一般会計予算・決算常任委員会（1議案）

各委員会での審査過程でたくさんのことが議論されました。
各委員会での議案を紹介します。

視察風景

視察風景

一般会計予算・決算常任委員会一般会計予算・決算常任委員会
文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

ふるさと納税の目標額は？また、新規事業
所の開拓及び返礼品の開発はされている
のでしょうか？

第２期三股町子ども・子育て支援事業計画、
第２期次世代育成支援行動計画の中間見
直しを、どうして行わなくてはいけないの
ですか？

目標額は、３億円となっています。
返礼品の新規事業所が1事業所あり、
４つの商品が開発されました。それは、
牛肉のロースステーキ、ローススライス、
切り落とし、豚肉のバラエティーセット
となっています。

平成24年に国の子ども・子育て支援法が
改正され、市町村もこの計画の策定が義務
づけられ、三股町も作成をしましたが、計画
した教育・保育の量と実績値が10パーセン
ト以上乖

か い り

離がある場合、見直しが必要とい
う、令和４年の国の通達により、今回、見直
しを行うものです。

条例の施行前に、多くの人が敏感に反応す
るものなので、事前の周知で情報の管理に
ついては、さらに厳しく行うという文言が
必要との意見が出ました。

全国11,800の事業者を無作為抽出しての
平均値で表されます。

個人情報取扱いの全国の共通ルールを目指
した新たな法律施行に伴う条例の設置につ
いて伺います。

一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例は民間給与との格差是正のた
めとありますが、「民間給与」とは？

総務産業常任委員会総務産業常任委員会 総務課、企画商工課、税務財政課、都市整備課、農業振興課、環境水道課、
ふるさと納税推進室、会計課、議会事務局、選挙管理委員会、農業委員会

福祉課、高齢者支援課、町民保健課、教育委員会
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● �7p 〜11pは一般質問のやりとりの中から質問した
　議員自らが抜粋した内容を掲載しています。

三股町議会 第10回（令和4年12月）定例会 一般質問一覧

質問者 通告された質問事項 頁

田中　光子
①出産・子育て応援交付金事業について

②学校給食について

③公共施設について

7p

中原　美穂
①ごみ減量・資源化、ごみ処理問題について

②空家対策について
8p

岩津　　良 ①�安心・安全のまちづくりについて 9p

上西　雅子
①三股町障がい者自立支援協議会について

②学校給食費無償化について

③健康マイレージについて

10p

内村 立吉
①水道施設について

②畜産について
11p

議員が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や
説明を町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進め
ているかをチェックするものです。

一般質問とは

※�今回の一般質問は、新型コロナウイルス感染症の状況等を考慮し、
質問及び回答を文書で行う方式で実施しました。なお、4名の議
員が一般質問を取り下げました。

そこが聞きたい!そこが聞きたい!
一般質問

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま

で
の
三
股
町
の
支
援
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

A
町
長

　

令
和
２
年
度
に
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

実
施
す
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
妊
婦
・
子
育

て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で

き
る
よ
う
、
継
続
的
な
相
談
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q
寄
り
添
い
型
の
支
援
「
伴
走
型

相
談
支
援
」
を
実
施
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

国
が
示
し
て
い
る
「
妊
婦
や
子
育
て

家
庭
へ
の
伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済
的

支
援
の
一
体
的
実
施
」
に
基
づ
き
、
面
談

や
継
続
的
な
情
報
発
信
等
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
相
談
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

Q
小
学
校
給
食
費
の
支
援
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
課
長

　

小
中
学
校
全
体
を
完
全
無
償
化
す
る

と
毎
年
度
１
億
３
千
万
円
ほ
ど
必
要
と

な
り
、
現
段
階
で
は
財
源
的
に
課
題
が

あ
る
た
め
、
中
学
生
の
み
を
対
象
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
町
の
財
政
状
況
を
み
な
が

ら
、
可
能
で
あ
れ
ば
小
学
校
給
食
費
の

支
援
も
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
の
理

由
を
伺
い
ま
す
。

A
教
育
課
長

　

中
学
生
保
護
者
の
教
育
費
負
担
軽
減

を
第
一
の
目
的
と
し
、
町
内
の
生
産
年

齢
人
口
及
び
年
少
人
口
の
増
加
も
目
指

す
人
口
対
策
と
し
て
も
取
り
組
む
も
の

で
す
。

　

財
源
的
に
実
施
可
能
で
、
か
つ
移
住

定
住
を
考
え
る
世
代
に
対
し
イ
ン
パ
ク

ト
も
あ
る
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

取
り
組
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。

Q
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
課
長

　

半
官
半
民
の
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
運
営
方
法
を
と
る
こ
と

で
、
町
内
雇
用
を
生
ん
だ
り
、
地
元
業

者
か
ら
食
材
を
購
入
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

Q
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
施
設
使
用
料
の
振
り

込
み
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
課
長

　

施
設
使
用
料
に
限
ら
ず
、
税
金
や

手
数
料
等
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
込
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

※

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q
「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
三
股
」
で

快
適
に
施
設
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
夜
間
照
明
の
設
置
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？

A
教
育
課
長

　

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
と
ふ

れ
あ
い
中
央
広
場
は
、
サ
ッ
カ
ー
団
体

に
条
件
を
附
し
て
利
用
許
可
を
し
て
い

ま
す
が
、
夜
間
利
用
や
占
有
利
用
を
想

定
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
も
夜
間
照

明
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

継続的な支援に取り組んでいる

妊娠期から子育てまでの支援は

町長

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 田田
たた

中中
なかなか

光光
みつみつ

子子
ここ

議員議員一般質問

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

現
金
を
使
わ
ず
カ
ー
ド
な
ど
で
決
済
す
る
こ
と
。
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ご
み
減
量
・
資
源
化
、

ご
み
減
量
・
資
源
化
、

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て

Q
自
治
公
民
館
の
未
加
入
者
の

ご
み
問
題
を
、
自
治
公
民
館
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
世
帯
か
ら
自

治
体
が
ご
み
処
理
代
を
徴
収
し
、
自
治

公
民
館
に
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

A
環
境
水
道
課
長

　

町
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

許
可
や
分
別
等
の
ご
み
収
集
に
必
要
な

ル
ー
ル
設
定
に
加
え
、
普
及
啓
発
の
看

板
等
の
貸
与
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

利
用
者
、
各
自
治
公
民
館
支
部
や
利
用

さ
れ
る
方
々
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
、
そ
し
て
町
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
利
用
者
同
士
で
協
力
し
な
が

ら
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
を

行
う
自
助
、
共
助
に
よ
る
ご
み
収
集
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
に
要
す
る
経
費
を
徴
収

す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

未
加
入
者
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、

10
軒
程
度
が
集
ま
り
、
収
集
場
所
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
指
定
し
た
申
請
書

を
提
出
し
、
町
に
回
収
し
て
も
ら
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。

Q
ご
み
減
量
・
資
源
化
指
針
の
見

直
し
と
今
後
の
循
環
型
の
実
現

を
目
指
す
上
で
の
本
町
の
方
針
と
取
り

組
み
を
伺
い
ま
す
。

A
環
境
水
道
課
長

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
、
及
び
、
三
股
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、「
三

股
町
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
計
画
期
間

は
1
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
、
質

問
に
あ
る
町
の
方
針
や
取
り
組
み
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
す
る

と
、
ご
み
排
出
の
抑
制
と
し
て
は
、「
町

が
収
集
す
る
ご
み
は
、
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
ら
れ
た
ご
み
の
み
収
集
す
る
」、
ま
た

「
資
源
ご
み
回
収
運
動
を
強
化
推
進
し
、

埋
め
立
て
処
分
す
る
一
般
廃
棄
物
の
排

出
量
を
抑
制
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q
高
齢
者
な
ど
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
ご
み
を
持
っ
て
い
け
な
い
方

を
支
援
す
る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
高
齢
者
支
援
課
長

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
に
対
し
生
活

援
助
員
を
派
遣
し
、
食
事
の
支
度
や
洗

濯
、
掃
除
、
ご
み
出
し
支
援
、
買
い
物
な

ど
の
軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行

う
「
三
股
町
在
宅
高
齢
者
軽
度
生
活
援

助
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

空
家
対
策
に
つ
い
て

空
家
対
策
に
つ
い
て

Q
固
定
資
産
税
の
滞
納
等
は
発
生

し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

も
し
発
生
し
て
い
れ
ば
、
滞
納
者
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
税
務
財
政
課
長

　

そ
の
ま
ま
住
む
こ
と
が
で
き
る
空
き

家
６
１
３
件
に
対
し
て
、
14
件
の
滞
納
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
滞
納
者
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
空
き
家
に
関
係
な
く
、
納

期
限
経
過
20
日
後
に
督
促
状
発
送
、
そ
の

後
、
催
告
書
を
送
付
し
、
納
付
と
納
税
相

談
の
勧
奨
を
行
い
、
そ
れ
で
も
反
応
が
な

い
場
合
は
、
預
金
な
ど
財
産
調
査
を
行
い

差
押
執
行
と
な
り
ま
す
。

Q
空
き
家
、
空
地
の
増
加
に
備
え
、

空
家
バ
ン
ク
等
の
活
用
を
さ
ら

に
進
め
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
な
対
策
、

計
画
を
町
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
か
？ 

A
都
市
整
備
課
長

　

今
月
決
定
す
る
「
三
股
町
空
家
等
対
策

計
画
」
に
基
づ
き
、
関
係
団
体
や
地
元
の

公
民
館
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
空
家
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環境水道課長

徴収することは考えておりません

全世帯からごみ処理代徴収しては

よ
る
と
宮
崎
県
全
体
で
令
和
３
年
度
は
、

刑
法
犯
と
し
て
通
報
、
届
出
、
相
談
、
及

び
悪
意
の
な
い
声
か
け
の
事
案
を
含
め

５
５
５
件
発
生
し
、
令
和
２
年
度
に
比

べ
１
４
８
件
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
三
股
交
番
の
独
自
調
査
に
よ
る

状
況
は
、
令
和
３
年
度
37
件
、
令
和
４
年

度
10
月
末
現
在
17
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A
教
育
課
長

　

本
町
に
お
け
る
、
不
審
者
情
報
の
件

数
と
推
移
に
つ
い
て
答
え
ま
す
。
児
童

生
徒
や
保
護
者
等
か
ら
学
校
等
に
連
絡

が
あ
っ
た
不
審
者
情
報
は
、
令
和
２
年

度
が
４
件
、
令
和
３
年
度
が
18
件
、
令
和

４
年
度
11
月
現
在
ま
で
が
８
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Q
隣
接
す
る
都
城
市
で
は
一
部
通

学
路
に
お
い
て
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
運
用
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

同
じ
生
活
圏
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
防
犯
体
制
と
し
て
、
通
学
路
等
に

お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
検
討
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
課
長

　

都
城
市
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
交
通
安
全
、
声
か
け
事
案
、
不
審

者
、
不
審
火
に
対
応
す
る
た
め
に
地
域

内
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
（
祝
吉
地
区
11
か
所
11

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
町
民
全
体
に
対
す
る
防
犯
対
策

や
今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

お
け
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

A
総
務
課
長

　

本
町
の
防
犯
対
策
の
一
例
と
し
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
が
あ
り
ま
す
。
防
犯
灯
の

設
置
は
基
本
的
に
町
で
行
っ
て
お
り
、

電
球
の
交
換
も
負
担
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
維
持
管
理
や
電
気
料
は
自
治
会
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
地

域
の
防
犯
・
防
災
・
安
全
に
関
与
す
る

た
め
に
、
行
政
と
自
治
会
の
協
働
事
業

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
防
犯
対
策
の

一
例
と
な
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
防
犯
対
策
と
な
る
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
は
、
目
的
を
明
確

に
し
た
上
で
、
行
政
と
自
治
会
、
及
び
警

察
署
等
の
関
係
機
関
に
よ
る
協
働
事
業

と
し
て
、
協
議
を
重
ね
た
上
で
の
判
断

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q
本
町
の
不
審
者
件
数
と
推
移
を

伺
い
ま
す
。

A
総
務
課
長

　

危
機
管
理
係
の
立
場
か
ら
回
答
し
ま

す
。
宮
崎
県
警
察
本
部
が
公
開
し
て
い

る
「
声
か
け
事
案
等
」
に
関
す
る
情
報
に

台
、
横
市
地
区
３
か
所
６
台
）。
通
学
路

の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

よ
る
み
ま
も
り
と
防
犯
カ
メ
ラ
が
連
動

す
る
こ
と
で
相
乗
的
な
効
果
は
期
待
で

き
ま
す
が
、
通
学
路
は
広
範
囲
で
あ
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ
の
配
慮
か
ら
、

教
育
課
と
し
て
は
通
学
路
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q
放
課
後
や
休
日
（
夏
休
み
期
間

な
ど
）
に
お
け
る
防
犯
対
策
を

伺
い
ま
す
。

A
教
育
課
長

　

放
課
後
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
小

学
校
で
は
、
帰
宅
時
間
帯
に
み
ま
も
り

隊
に
下
校
指
導
の
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
部
活
動
終
了

時
間
を
定
め
、
複
数
人
で
帰
宅
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。
休
日
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て
は
、「
長
期
休
業
中
の
き
ま

り
」
等
を
各
学
校
で
作
成
し
、
家
庭
と
連

携
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
域
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

総務課長

自治会、関係機関等との協働事業

町内の防犯カメラ設置は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 岩岩
いわいわ

津津
つつ

良良
りょうりょう

議員議員一般質問 そこが聞きたい! そこが聞きたい! 中中
なかなか

原原
はらはら

美美
みみ

穂穂
ほほ

議員議員一般質問
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介
護
者
の
急
病
、
障
が
い
者
の
状
態
急

変
の
際
に
、
緊
急
的
な
受
け
入
れ
・
対

応
が
で
き
る
新
た
な
社
会
資
源
の
必
要

性
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
に
は
、「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の

整
備
事
業
」
を
開
設
し
、
協
議
会
に
て
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

Q
来
年
度
か
ら
、
中
学
生
の
給
食

費
を
無
償
化
し
て
い
く
こ
と
を

伺
い
ま
し
た
が
、
小
学
校
給
食
の
無
償

化
も
、
段
階
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
複
数
人
い
る
世
帯
は
、
子
育

て
に
対
す
る
経
済
的
負
担
が
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
第
二
子
・
第

三
子
に
対
し
て
給
食
費
無
償
化
、
な
い
し

半
額
に
す
る
等
の
施
策
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

A
教
育
課
長

　

給
食
費
の
無
償
化
、
な
い
し
半
額
を

小
学
生
の
第
二
子
・
第
三
子
を
対
象
と

す
る
こ
と
も
、
子
育
て
し
や
す
い
町
と

し
て
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

と
と
も
に
、
本
町
を
移
住
・
定
住
先
と

し
て
選
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
中
学
校
給
食

費
無
償
化
の
効
果
等
を
検
証
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
施
策
の
一
つ
と
し
て
小
学

校
給
食
費
の
支
援
も
検
討
し
て
い
き
た

三
股
町
障
が
い
者
自
立
支
援

三
股
町
障
が
い
者
自
立
支
援

協
議
会
に
つ
い
て

協
議
会
に
つ
い
て

Q
厚
生
労
働
省
で
設
置
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
自
立

支
援
協
議
会
に
つ
い
て
、
三
股
町
で
は
、

ど
の
よ
う
な
目
的
・
頻
度
で
開
催
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
い

ま
す
か
？

A
福
祉
課
長

　

こ
の
協
議
会
は
、
地
域
の
関
係
者
が

集
ま
り
、
個
別
の
相
談
支
援
の
事
例
を

通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
共
有

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
地
域
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
全
体
会
を

年
に
2
回
、
運
営
会
議
を
毎
月
1
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は
、
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
役
場
窓
口
で
受

け
た
相
談
に
つ
い
て
、
対
応
困
難
な
事

例
等
を
出
し
合
う
な
ど
し
て
、
課
題
の

共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Q
そ
の
会
議
で
、
障
が
い
者
の
ニ
ー

ズ
や
課
題
の
把
握
、
必
要
な
社
会

資
源
の
創
出
の
役
割
は
果
た
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

A
福
祉
課
長

　

現
在
は
、
障
が
い
者
の
重
度
化
・
介

護
者
の
高
齢
化
等
の
現
状
が
共
有
化
さ

れ
、「
親
亡
き
後
」
に
備
え
る
体
制
整
備
、

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て

Q
と
て
も
良
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
す
が
、町
財
源
4
0
0
万
円

を
使
っ
て
1
0
0
人
余
の
利
用
人
数
と

い
う
状
況
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

こ
の
事
業
は
、
個
人
の
健
康
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
特

典
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
町
民
の
自
主
的

か
つ
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。
利
用
定

員
が
2
0
0
人
に
対
し
て
、
令
和
3
年

4
年
と
も
1
0
0
人
台
だ
っ
た
た
め
、

周
知
方
法
等
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
本
事
業
の
効
果
、
評
価
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

A
町
民
保
健
課
長

　

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、

「
運
動
を
始
め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」「
歩
数
計
を
つ
け
る
こ
と
で
歩
く
こ

と
を
意
識
で
き
た
」「
仲
間
が
い
る
こ
と

や
、
ポ
イ
ン
ト
獲
得
を
目
指
す
気
持
ち

か
ら
、
続
け
る
動
機
づ
け
に
な
っ
た
」
等

の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

福祉課長

支援体制を整えている

地域で障がい者を支援する体制は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 上上
かみかみ

西西
にしにし

雅雅
まさまさ

子子
ここ

議員議員一般質問

自
衛
隊
の
応
援
は
も
と
よ
り
、
日
本
水

道
協
会
宮
崎
県
支
部
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
な
ど
か
ら
応
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

Q
水
源
（
取
水
井
）
の
選
定
方
法
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
環
境
水
道
課
長

　

本
町
の
水
道
水
源
は
、
全
て
深
層
地

下
水
を
取
水
す
る
深
井
戸
で
す
。
深
井

戸
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
質
な

ど
過
去
の
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
協

議
を
行
い
、
次
に
上
米
地
区
を
中
心
に

23
か
所
で
電
磁
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

重
要
な
水
道
施
設
は
主
に
井
戸
、
浄
水

場
、
配
水
池
に
な
り
ま
す
。
配
水
池
は
高

低
差
を
利
用
し
て
水
を
送
る
た
め
、
高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
理
想
で
す
。
本

町
の
配
水
池
は
、
上
米
公
園
の
東
側
の

高
台
に
位
置
し
て
お
り
、
浄
水
場
や
井

戸
も
そ
の
周
辺
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

水
道
施
設
に
つ
い
て

水
道
施
設
に
つ
い
て

Q
水
道
施
設
に
つ
い
て
、
近
年
は

地
震
、
大
雨
、
台
風
等
の
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
施
設
の
災
害
に
対
す
る
対
策
は
で

き
て
い
ま
す
か
？

A
町
長

　

本
町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
36
年
の

創
設
以
降
、
６
度
の
拡
張
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
施
設
の
整
備
、
老
朽
化
に
よ

る
更
新
、
修
繕
に
つ
い
て
も
、
そ
の
時
点

に
お
け
る
性
能
の
高
い
も
の
を
採
用
す

る
な
ど
、
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。A

環
境
水
道
課
長

　

令
和
３
年
に「
三
股
町
新
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
21
年
か
ら

30
年
に
か
け
て
第
４
配
水
池
を
整
備
し
、

災
害
時
の
給
水
対
策
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
延
長
約
2
6
0
km
に
及
ぶ
水

道
管
の
う
ち
、
配
水
本
管
な
ど
の
基
幹

路
と
呼
ば
れ
る
重
要
な
管
路
に
つ
き
ま

し
て
は
、
優
先
的
に
耐
震
対
策
を
と
っ

て
お
り
、
耐
震
適
合
率
は
51
・
0
％
と

な
っ
て
い
ま
す
（
参
考
：
Ｒ
２
末
時
点　

全
国
平
均
40
・
7
％
、
宮
崎
県
平
均
29
・

0
％
）。

　

ま
た
、
災
害
に
よ
り
水
道
水
の
供
給

に
支
障
を
き
た
す
状
況
に
な
っ
た
場
合
、

Q 
水
源
（
深
井
戸
×
11
井
）
の
場

所
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
？

A
環
境
水
道
課
長

　

中
央
浄
水
場
周
辺
に
９
か
所
、
長
田

浄
水
場
周
辺
に
２
か
所
あ
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て

畜
産
に
つ
い
て

Q 

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
肉
牛
の

部
の
枝
肉
セ
リ
結
果
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

A
農
業
振
興
課
長

　

今
回
で
12
回
目
を
迎
え
た
本
大
会
は
、

令
和
４
年
10
月
に
南
九
州
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
41
都
道
府
県
か
ら

1
6
6
頭
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
対
象

と
し
て
、
新
し
く
新
設
さ
れ
た
第
７
区

（
脂
肪
の
質
評
価
群
）
に
お
い
て
、
優
等

賞
１
席
を
獲
得
し
、
４
大
会
連
続
と
な

る
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

脂
肪
の
質
評
価
群
に
つ
き
ま
し
て
は
、

和
牛
肉
の
風
味
や
口
溶
け
に
関
わ
る
と

さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
宮

崎
牛
の
お
い
し
さ
を
国
内
外
に
さ
ら
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環境水道課長

新水道ビジョンを策定している

水道施設の災害対策は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 内内
うちうち

村村
むらむら

立立
たつたつ

吉吉
よしよし

議員議員一般質問

上米公園東側の配水池



　新馬場地区に古くから伝わる「新馬場棒踊り」は、豊臣秀吉の朝
鮮半島出兵に従軍した薩摩軍が、戦いで勝ったとき踊ったことが起
源とされています。
　新馬場棒踊りは棒と扇子を使い、４人１組で踊ります。歌が静、踊
りが動といった感じで、うまく調和しています。
　本校では、保存会の方にご指導いただき、毎年６年生が踊り、伝
統を受け継いでいます。
　例年、運動会で披露していますが、今年は分散開催だったので、
運動会だけではなく、５年生への引き継ぎの発表会も行いました。

令
和
5年
２
月
15日（

N
o.110）

■
発
行
/
三
股
町
議
会

み
ま
た
ん
ぎ
か
い

三
股
町
議
会
だ
よ
り

1
1
0

v
o
l.
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889
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三
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■
編
集
/
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

110

vol.

発行／三股町議会
2023年2月15日発行

三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

消防団員の皆さん、
いつも頼りにしています！

今年も
よろしくお願いします！！

　三股西小学校は、平成元年創立の新しい
学校です。全校児童７3１人で、三股町内の
小学校では最も大きい学校です。児童1人1
人が輝く学校を目指し、「児童が元気　先生

が元気　学校が元気」をテーマに、全職員が
声を掛け合い、助け合い、協力し合いながら、
児童のよさや可能性を精一杯伸ばせるよう、
知恵を絞って取り組んでいます。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

児童が元気　先生が元気　学校が元気
「知・徳・体の調和のとれた、人間性豊かな児童の育成」

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
三
股
西
小
学
校
住
所
／
三
股
町
花
見
原
11
番
地
1

設
立
／
平
成
元
年
　生
徒
数
／
7
3
1
名

Vol.6

▼
昨
年
よ
り
引
き
続
き
原
材
料
や
光
熱
費
な
ど

の
値
上
げ
の
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。町
財

政
に
お
い
て
も
同
じ
く
影
響
し
て
お
り
、今
後
の

動
向
に
も
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
２
０
２
３
年
も
コ
ロ
ナ
と
共
存（
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
）し
な
が
ら
、町
内
で
は
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、１
月
は「
は
た
ち
の
成
人
式
」や「
消
防
出

初
式
」「
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
対
面
で
の
会

話
や
ふ
れ
あ
い
の
中
で
生
ま
れ
る
絆
、実
際
に
目

で
見
る
こ
と
で
の
感
動
、声
の
応
援
を
受
け
て
感

じ
る
感
謝
の
心
な
ど
、人
と
人
で
生
ま
れ
る
素
晴

ら
し
さ
は
今
後
も
続
い
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
含
め
、町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
岩
津
）

当校の自慢

photo：消防出初式の様子（1月8日）

そこが聞きたい !!

一般質問 5名

vol.6みまたん学校紹介

三股町立三股西小学校

視察研修に行ってきました

文教厚生常任委員会
総務産業常任委員会

総額6億3,271万円増額 全会一致で可決！！

三股町議会 第10回（令和4年12月）定例会報告


